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TEL  0282-23-3422 
FAX  0282-23-3502 
E-mail 

  shimotsuga-kyouiku@pref.tochigi.lg.jp 

この度の、台風１９号による豪雨災害・水害により被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げ

ます。被災地域の一日も早い復旧を、心よりお祈り申し上げます。このようなときにこそ、地域と

のつながりを大切にした社会教育の視点で、私たちにできることに取り組んでいきたいものです。 

「地域とともにある学校」         下野市立石橋北小学校 教諭 安野 和美 

本校は四季折々、美しい木々や花々に囲まれています。そして、子どもたちは、幅広い年代の人々
との交流や様々な体験活動を通して、たくさんの方に支えられながら、元気に学校生活を送ってい
ます。豊かな自然、地域の特色を生かし、連携した活動がたくさんあります。全校児童で行う「田
植え・稲刈り・農園活動」。また、地域の特産物であるかんぴょうを使った学習では、「かんぴょう
の皮むき・ふくべ細工・かんぴょう料理作り」。その他にも地域の施設等への訪問や夏祭りへの参 

             加などによるふれあい活動。体験を通して、子どもたちは、地域の 
             よさや人々とふれあうことの楽しさを感じています。さらに、登 
             下校時、児童の安全を見守ってくださるたくさんのスクールガー 
             ド、学習、図書、環境整備、読み聞かせなど、保護者の方だけでな 
             く、地域の方が、いつも学校を温かく見守り、協力してくださる素 
             晴らしさを感じています。 
              学校と家庭と地域とのつながりを大切にし、新たな時代も「地 
             域とともにある学校」でありたいと思います。 

 

「赤麻小の暑い夏」             栃木市立赤麻小学校 教諭 小川 三枝子 

 今年夏に行われた社会教育主事講習を手伝う機会があり、自分が受講した平成 19年の暑い夏の
日々をなつかしく思いました。今年度は、自分も盛り上がった演習発表会が復活！！それを見たか
ったぁ。受講者の皆様お疲れ様でした。 
 勤務校の赤麻小では、おとんやおかんのボランティア団体『あかまる隊』が主催する夏祭りが７
月 27日（土）に実施され、ボランティアの皆さんと共に暑い夏を過ごしました。３年目の今年は、
プール・ゲーム・とち介のふわふわドーム・学校探検・花火と盛りだくさんのメニューとなりまし
た。趣味や特技を生かし、計画から当日の運営まで楽しく行うことができました。このお祭りで、
地域のボランティアの方や読み聞かせボランティアの方、卒業生の中学生や高校生にも声を掛け、
ゲームや学校探検等で協力していただきました。当日は、保護者と地域ボランティアの方との交流
も見られ、地域の絆が少し深まった気がします。このお祭りが定番化して、赤麻地区のみなさんの
交流の場になれたらと密かな野望を抱きつつ、自分もこの活動を楽しんでいこうと思っています。 

「地域のサポートに感謝！」        小山市立羽川西小学校 教諭 長野 岳水 

本校の多くの取組は、地域の方々の協力に支えられています。 
中でも、特に中心となって活躍いただいているのが、「羽西っ子サポーター」に登録くださった

地域の皆様です。登下校や持久走練習時の見守り、絵本の読み聞かせ、図書室の装飾を中心とした
環境整備、プール清掃、家庭科でミシンを扱う授業の補助、生活科での日本の伝統的な遊びについ
ての解説等々。その活動内容は多岐に及びます。 
この他にも、平成２７年度に発足した「地域連携協議会」との協 

力により、毎年１月のどんど焼き、そして今年度新たにスタートし 
た米作り体験等の活動に取り組んでいます。これらの手厚い地域の 
サポートは、本校児童の安全や成長を支える大きな力です。今後も 
地域と連携した実践を積み重ねながら、学校と地域双方におけるよ 
りよい在り方を模索していきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 先日、我が家の息子と娘が某スポーツ競技の練習を家の前の道路上でやっていて（もちろん悪いこ

と！）、向かいの家のおじさんに叱られたとのこと。最近は、見て見ぬふりで近所の子どもを叱ってく

れる大人があまりいない中、大変ありがたく感じました。地域の子どもたちや学校にもっともっと関心

をもってくれる大人が増えることを切に願います。（Ｔ） 

「昔遊びに親しんで」            小山市立小山城東小学校 教諭 大塚 亮太 

 今の子どもたちの遊びといえば、「ゲーム」。家の中だけでなく、公園などでも画面を見つめてピコピ

コ。そんな子どもたちに、昔遊びの楽しさを味わわせたいという熱い想いで活動しているのが、本校の

「昔遊びボランティア」の方々です。活動が始まって１０年以上経ちますが、これまで多くの方々がボ

ランティアとして参加してくださいました。現在では、年間６回（各学年１回ずつ）、ベーゴマ、メンコ、

コマ、剣玉などの昔懐かしい遊び道具を準備して、子どもたちを温かく 

迎えてくださっています。最初は、見慣れない遊び道具を前に不思議そ 

うな表情を見せる子もいますが、遊んでいくうちに、誰もが夢中になっ 

てしまいます。ボランティアの方のお手本を見て、素直に驚き、感動す 

る子どもたち。その横で、担任も思わず歓声をあげてしまいます。 

 昔遊びが終わった後は、「もっとやりたい」「またやりたい」という声 

が、あちこちから聞かれます。子どもたちの豊かな心を育てる活動が、 

いつまでも続くことを願っています。 

生涯学習研究会第 1回研修会報告 

11月 15日（金）、國學院大學栃木学園教育センターにて、令和元年度下都賀地区生涯学習研究会第

１回研修会（下都賀地区ふれあい学習研修会、下都賀地区地域連携教員研修）を開催しました。 

前半は、栃木市立岩舟中学校の間中美智子教諭に「学習支援ボランティアと連携した教科指導の工夫」

と題した事例発表をしていただき、学校と地域の連携を図る上で、地域連携教員の役割や学校支援ボラ

ンティアとの連携の在り方について理解を深め、地域連携活動を組織的、効果的に推進していくために、

今後の取り組むべき方向性について考えることができました。 

後半は、NPO 法人みらいずworks代表理事   

小見まいこ氏（文科省 CS推進員）に「社会に 

開かれた教育活動の実現に向けて、学校と地域 

が求められていること、できること」と題して、 

演習を交えながらの講話をいただきました。参 

加者同士が熱心に意見交換をすることができ、 

充実した研修の機会となりました。 

生涯学習研究会第２回研修会（下都賀地区ふれあい学習ネットワーク） 

◆ 日 時  令和２年２月６日（木）13:30～16:30 

◆ 会 場  城址公園ホール（壬生中央公民館） 

◆ 内 容   

〈講  話〉「『育ちあう絆』をつくる３つのプロジェクト」～地域学校協働活動をツールとして～  

       講師 国立教育政策研究所生涯学習政策研究部 総括研究官 志々田 まなみ 氏 

〈意見交換〉「Collabo
コ ラ ボ

-
-

Lab
ラ ボ

～地域と学校の連携・協働を考える研究所～」 

 地域学校協働活動をツールとして「豊かな人間関係づくり」や「学校を核とした地域づくり」を

進めていくうえでの課題と、それを解決するためのプロジェクト（アイデア）について、グループ

に分かれて研究（意見交換）します。 

◆ 申 込  所属長あて「ふれあい学習ネットワーク開催通知」よりお申し込みください。 

       


